

【評価基準】
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自己評価

（R4.11）

自己評価

（R4.11）

（4）学外の方に対して教育理念等を明文化し、公表しているか

【学校関係者】
努力されているということで、特にありません。

適切・・・４　　ほぼ適切・・・３　　やや不適切・・・２　　不適切・・・１

1.教育理念・目標 自己評価

自己評価

（6）社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか
（学校の将来構想を描くために、業界の動向やニーズを調査しているか）

（１）学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確に
なっているか）

（1）教育方針や教育目的等に沿った運営方針が策定されているか

（5）教育目標、育成人材像は、業界のニーズに向けて方向づけられているか（修了後
に、学習者がそのコンピテンスのレベルを必要とする目的や状況が明確にされている
か）

（7）学校における職業教育の特色は明確になっているか

2.学校運営

理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、育成人材像等が明文化されているか。職
業教育機関として専修学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか）

教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか）

【意見】
特になし。

【改善のための方策】
特にありません。

運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか）

（２）学生・保証人（保護者）に対して教育理念等を明文化し、周知しているか

（３）教職員に対して教育理念等を明文化し、周知徹底を図っているか

令和4年度後期　学校関係者評価報告書
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（15）教員の組織体制を整備しているか

（16）職員の能力開発のための研修等が行われているか

（17）関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導
力育成等資質向上のための取組みが行われているか（研修等の効果を評価し、文書
により記録しているか）

（10）教職員の健康診断がされているか

（11）施設設備の保守・管理が定期的に行われているか

（12）資格・要件を備えた教員を確保しているか

教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取組みを行っているか）

（13）現に教員数が充足していない場合、採用活動を行っているか、または、教員資
格等取得に向けた教育・指導を行っているか

（14）授業評価の実施・評価体制はあるか

（3）運営方針に沿った事業計画を策定し共有しているか

（4）学校の年間スケジュールはあるか

（5）寄附行為、理事会会議規則等（法人）、学校の運営規程等が整備され、それらに
従って理事会・評議員会（法人）、学校の運営会議等が開催されているか

（6）運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能
しているか

（7）組織機能図があるか

運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的なものになっているか）

（2）運営方針を教職員に周知しているか、また必要に応じてその理解の状況を確認
しているか

（8）運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期的に開催されているか

（9）出退勤管理簿があるか

事業計画（事業計画を作成し、執行しているか）
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【学校関係者】
特にありません。

自己評価

（R4.11）

目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程を編成・実施しているか）

（21）教育内容の改善を図るため、教職員と非常勤講師等との定期的な情報交換を
行っているか

（26）情報システム化等による業務の効率化が図られているか
（情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか）

3.教育活動

人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか）

情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか）

（１）教育目的および育成人材像に基づき教育課程の編成・実施方針（カリキュラム
ポリシー）を明示し、また学校構成員（教職員および学生等）に周知し、社会に公表さ
れているか。また定期的に検証を行っているか。

（22）人事に関する制度を整備しているか

（23）給与に関する制度を整備しているか

（24）昇給・昇格制度は文書化されているか

（25）採用制度は文書化されているか

（18）教育の成果（学修結果）に基づく教員面接を実施しているか

（19）［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分野の企業・団体等と連携し、実務
に関する研修や指導力の修得・向上のための研修等を教員の業務経験や能力、担当
する授業や業務に応じて組織的・計画的に受講させているか

（20）教員に対して、割り当てられた職務及び責任、学習サービスの評価結果、本人
の専門能力開発のニーズに対する見解を考慮に入れて、専門能力開発の計画を作
成しているか（教職員研修計画の作成）

自己評価

【意見】
現在、勤退の打刻を５分単位の切り捨てにしているが、このままでよいのでしょうか。

【改善のための方策】
・運営方針を教職員に周知させるため、また理解の状況を確認するため、教員面接を実施する
（個別・全体）。
・就業規則第18条第2項、就業規則「賃金規程」第12・13・16条に記載しているので、問題あり
ません。
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（１３）カリキュラム作成メンバーの中に業界関係者などの外部関係者を入れているか
またはその意見を取り入れているか

（１４）キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の
工夫・開発などが実施されているか

（１5）関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・
実習等）が体系的に位置づけられ、その内容、評価法などが事前に決められているか

（16）［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分野の企業・団体等と連携し、演
習・実習等を行っているか

（17）企業・施設等での職場実習（インターンシップ含む）があるか

成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか）

（８）適切な評価体制を有し、授業評価が実施されているか（教育内容およびその評
価方法、評価項目、手段、スケジュールは適切か）

（９）質保証を目的とした授業や学習の定期的な観察を実施しているか

（１０）学生によるアンケート等で、適切に授業評価を実施しているか（学習の目的を
満たしているか、満足度を含めて定期的に確認しているか）

（１１）評価結果を教員にフィードバックするなど、その結果を授業改善に役立てている
か

（１２）カリキュラム作成の際、複数のメンバーによるカリキュラム作成やカリキュラム作
成委員会等の形で、作成したカリキュラムの検証が行われているか

（18）成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか

（２）教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に
対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか

（３）教育目的および育成人材像に基づきディプロマポリシーを明示し、また学校構成
員（教職員および学生等）に周知し、社会に公表されているか。また定期的に検証を
行っているか

（４）教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか

（５）講義および実習に関するシラバスは作成されているか

（６）各科目の一コマの授業について、その授業シラバスが作成されているか

教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組がな
されているか）

（７）シラバスあるいは講義要項（作成されていればコマシラバス）などが事前に学生
に示され（あるいはホームページなどで公開されて）、授業で有効活用されているか
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【学校関係者】
特にありません。

自己評価

（R4.11）

（1）コース全体を通して、及びコースの修了時に、学習者の習熟状況をアセスメントし
ているか

（2）学生の学修成果の評価に際して、育成する人材像に沿った評価項目を定め、明
確な基準で実施されているか（測定する知識、スキル及び能力、測定の基準、アセスメ
ントの方法は明確か）

（3）就職率の向上が図られているか（結果を分析し、就職指導・支援の改善を図って
いるか）

（4）学生の就職に関する目標が、教職員に共有されているか

（5）学生の就職活動に関する記録がなされているか

（23）キャリア教育を行ない、学生の社会的・職業的自立に向け必要な基盤となる能
力や態度を育成しキャリア発達を促しているか

（24）高校･高等専修学校等との連携によるキャリア教育･職業教育の取組が行われ
ているか。

4.学修成果・教育成果

（21）［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分野の企業・団体等と連携し、学生
の学修成果の評価を行っているか

（22）資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはある
か（発行する修了証明書の種類及び内容）

資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があるか）

（20）各規定に基づいて適切に成績評価・単位認定、進級・卒業判定を行っているか

（19）学生や保証人（保護者）に対し、成績評価・単位認定の基準、進級要件、卒業
要件はきちんと提示されているか

自己評価

【意見】
放課後残して練習させたりしているから。

【改善のための方策】
今後も継続していく。

キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成能力、② 自己理解・自己管理能力、
③ 課題対応能力、④ キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか）

学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか）

就職率（就職率の向上が図られているか）
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【学校関係者】
検定、国家試験等の合格率を校内掲示して、学生に周知する。

自己評価

（R4.11）

（1）学生への修学支援を適切に行っているか

（2）進路・就職に関する支援体制は整備されているか（またそれはきちんと学生や保
証人（保護者）に周知されているか）

就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか）

学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか）

（11）資格・検定・コンペの結果（合格者数・合格率）を公表しているか

（12）卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか（卒業生の就職後
の動向を出来るだけ把握し、卒業後にも就職その他の支援を行っているか）

5.学生支援

（6）対外部に向けた就職実績を公表しているか（パンフレット・ＨＰ等）

（7）資格取得率の向上が図られているか
（目標とする資格試験等への合格率は全国平均と比較してどうか）

（8）資格・検定・コンペに関する目標を設定したか

（9）資格・検定・コンペに関する目標・計画が教職員に共有されているか

（10）資格・検定・コンペ結果に関して検証・報告がされたか

社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか）

自己評価

修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるように図っているか）

【意見】
合格者の数を聞いた覚えがない。

【改善のための方策】
各自、就職活動報告書を見て、学生の現状を把握、共有する。
各認定試験等の合格率を学生にフィードバックする。
（12）について、LINE等で3か月後、1年後と時期を決定し、卒後の動向をつかむ。

資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか）
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3 3（16）社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか

（10）退学率の目標を設定しているか

（11）退学率の低減に関する目標・計画が教職員に共有されているか

（12）退学者数を公表しているか

中途退学への対応（退学率の低減が図られているか）

保証人（保護者）との連携（保証人との連携体制を構築しているか）

（13）保証人（保護者）と適切に連携しているか（保証人のニーズを把握しているか）

（14）保証人（保護者）との計画的な相談会・面談を行っているか

（14）卒業生への支援体制を整備しているか（再就職、キャリアアップ等について、相
談に乗っているか）

（15）卒業生への卒後教育等の支援体制はあるか（卒業生への講習・研修を行って
いるか）

（5）奨学金制度など、学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか

（6）学生の健康管理を担う組織体制はあるか（学生の健康診断を実施しているか、
また健康相談窓口は整備されているか）

（7）課外活動に対する支援体制は整備されているか

（8）学生の生活環境への支援は行われているか（学生のアパート探しなど、住環境
への支援体制はあるか）

学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。
生活環境支援体制を整備しているか）

（9）退学率の低減が図られているか（受講登録、出欠状況及び学習者の減少に関す
る分析が行われているか）

（3）学生相談に関する体制は整備されているか（相談窓口が設置されているか）

（4）学生の面談・相談記録があるか

卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備してい
るか）



4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

【学校関係者】
特にありません。

自己評価

（R4.11）

(11)定期的に防災訓練を実施しているか

(3)教育上の必要性に対応した機材・備品を整備しているか

(4)分煙・禁煙等に関する規定が文書化・掲示されているか

(5)学内の整理・整頓・清掃に関して定期的に管理・チェックがされているか

(6)施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にまたは適宜行っているか

(7)学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整
備しているか

【意見】
あまりわからない。（2）保護者・保証人への認知はまだまだ足りていないと感じます。（14）都度面
談、話し合い等を行うことはあるが、計画的な相談会は実施できていない。
【改善のための方策】
・（9）について、後期には退学者はいなかったので、回答者の勘違いかもしれません。
・（14）について、会場・機器の提供を行っている。
・相談会は計画的に実施していないが、計画的に授業参観や総合技術（モデル総技）を行ってい
る。さらに必要に応じて、個別に面談を行っている。

(8)実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取扱いに関する規程・マニュアルや規
則が整備されているか。

6.教育環境 自己評価

施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか）

学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制を整
備しているか）

防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防災訓練等を実施しているか）

(1)施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか（講義室
は学生数、時間割にあわせ、無理なく配備されているか）

(2)学生が利用できる参考図書・関連図書は備えられているか

(9)防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか

(10)防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システム等）が整備・点検されているか
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【学校関係者】
特にありません。

自己評価

（R4.11）

（8）学校案内等には選抜方法が明示されているか（入学に必要な学力、スキル、資
格、職業経験などの、前提となる要件が明示されているか）

（9）学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に入学者選抜を行っているか

（10）学納金は妥当なものとなっているか

（11）学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購入費等が明示されているか

学納金（学納金は妥当なものとなっているか）

（3）学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資格・免許等をわかりやすく紹介している
か

（4）学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集を行っているか

（5）入学に関する問い合わせ等に適切に対応できる体制ができているか

（6）学校説明会等による情報提供（育成人材像、評価手段及びその基準、目指す資
格・検定・コンペ、学費・教材費等の情報）を行っているか

（7）入学予定者に対し学習指導・支援等は行われているか

(12)学校における安全管理の整備を行っているか

自己評価

学生募集活動（学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っている
か。社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか）

入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか）

【意見】
(2)の参考図書はもっと見やすい場所に置いて欲しいです。

【改善のための方策】
本棚を設置する。

7.学生の受入れ募集

（1）学生募集活動は､適正に行われているか

（2）入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を策定し、学校構成員（教職員お
よび学生等）に周知し、社会に公表しているか



4 3

4 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 3

3 4

【学校関係者】
特にありません。

（11）自己点検・評価の必要性を全教職員に伝える機会を設けたか

自己評価

（R4.11）

（5）個人情報保護規程が文書化されているか

（6）個人情報の取扱いについて、教職員に対し周知し、意識づけができているか

（7）学校教育、学校運営について、自己点検・評価を実施し、さらに課題解決に取り
組んでいるか

（8）自己点検・評価報告書にまとめているか
（自己点検・評価報告書があるか）

（9）自己点検・評価の組織があるか

（10）学校関係者評価の実施体制を整備し、学校関係者評価を実施し、改善の取組
みを行っているか

関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行なっているか）

（4）学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか

【意見】
特になし。

8.教育の内部保証システム

（1）法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか

（2）業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか

（3）関係法令に基づく管理運営に関する学内諸規程を整備し適切に運用しているか

自己評価

個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか）

学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか）

改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・
改善のためのシステムが構築されているか）

【改善のための方策】
特にありません。
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4 4
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4 4

4 3

4 4

4 3

4 4

4 4

【学校関係者】
特にありません。

（18）自己評価結果を公開しているか

（19）学校関係者評価結果を公表しているか

9.財務 自己評価

（R4.11）

（3）予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理を
行っているか）

（2）年度予算・中期計画が策定されているか

（16）学校関係者評価の結果に基づき期限を定めて改善計画に基づいた結果の検
証がされたか

（17）教育活動に関する情報公開が適切になされているか

（1）教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財政的基盤を確立している
か

（12）卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されて
いるか

（13）自己点検・評価の結果に基づき改善計画を策定したか

（14）自己点検・評価の結果に基づき期限を定めて改善計画に基づいた結果の検証
がされたか

（15）学校関係者評価の結果に基づき改善計画を策定したか

自己評価

財務基盤（学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか）

教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか）

【意見】
教育情報について、HPにて公表されているが、学外もしくは保護者・保証人の方に対して、公表さ
れていることが認知されていない。

【改善のための方策】
・（11）について、後期は実施できていないので、実施する。
・（12）について、卒業生の就業、離職状況調査を卒後半年に実施する。
・入学前学修会で告知する。



3 4

4 4
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4 4

4 4
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【学校関係者】
特にありません。

【学校関係者】
昨今、災害が増えている中で、災害時学生ボランティアとして、美容学校生として、何ができるのか
ということを、考えてほしい。例えば、防災士の方の講話を聞くことも非常に有効だと思う。いつ起こ
るかわからない災害に対して、一度話を聞いておくことが役に立つと思う。是非、検討していただき
たい。

（1）学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･地域貢献を行っているか

自己評価

（R4.11）

（4）予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っているか

監査（財務について会計監査が適正におこなわれているか）

財務情報の公開（私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか）

（3）学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っているか

（5）私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監査を実施し、理事会、評議員会に報
告しているか

（6）財務情報公開の体制を整備し、適切に公開しているか

（7）財務情報の公開について、ホームページに公開するなど積極的に取組んでいる
か

10.社会貢献・地域貢献

（2）地域に対する公開講座･教育訓練（公共職業訓練等を含む ) の受託等を積極
的に実施しているか

自己評価

【改善のための方策】
特にありません。

【意見】
特になし。

【改善のための方策】
特にありません。

【意見】
特になし。

社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか）

ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援しているか）
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令和５年度 第１回 学校関係者評価委員会 開催記録 

 

【開催日時】  令和５年５月２２日（月） 

【開催時間】  13：30 ～ 15：00 

【開催場所】  長崎県美容専門学校 2Ｆ 

【出 席 者】  岩瀬 健一・古川 義博・前田きみ子・事務局 

【欠 席 者】  岩﨑 貴裕・森田 清美 

（敬称略） 

 

１．議 題 

１ 令和４度 報告 

２ 令和４年度 後期学校自己点検・評価報告 

３ その他、次回日程の確認 

 

２．議事の経過要領 

１ 定刻、委員長が開会を宣し、欠席 2名、委員の過半数の出席があったので本委員会

は適法に成立した旨を述べ、直ちに議案の審議に入った。 

 

２ 議題１の概要説明後、委員より下記の意見を頂いた。 

 

    【岩瀬委員】 

    国家試験の合格者が減った原因は、時間数が少ないということが原因でしょうか。 

     

    【事務局】 

    時間数が少ないというわけではありません。こちらの指導力不足が原因です。 

 

    【古川委員】 

    高校生の方は就職するのでしょうか。 

 

【事務局】 

はい、就職します。ハローワークを通して就職しております。 

先ほどの報告の中にもありました、本校主催の就職ガイダンスに出席し、そこで気になる

サロンをピックアップしてハローワークを通して就職いたします。 

高校生に関しては、3月 30日の時点で 16名中、13名が内定決定しております。 
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【岩瀬委員】 

校納金はどのようになっているのでしょうか。 

 

【事務局】 

サロンコース（905,000円）、社会人コース（1,190,000円）ですが、女子高校生

(588,000円)です。長崎女子美容コースの学生で校納金を滞納する方もおり、もし高校

を退学すると長崎女子美容コースではなく、一般の方と同じ社会人コースに変更となりま

す。 

 

【古川委員】 

国家試験不合格の学生の就職はどうなりますか。 

 

【事務局】 

内定取消しというサロンもあるのですが、今回不合格であった学生は、そのまま希望する

サロンに勤務しております。 

 

【古川委員】 

就職が決定していない学生は、美容師にはなる気がないのでしょうか。 

 

【事務局】 

美容師は希望しておりません。美容師免許は取得しているのですが、今後も学校でサポー

トさせていただきます。 

 

３ 議題 2の概要説明後、委員より下記の意見を頂いた。 

 

【前田委員】 

学生アンケート①と学生アンケート②の質問の仕方が違うのですが、このままでアンケート

をされたのでしょうか。 

 

【事務局】 

はい、その通りです。 

 

【前田委員】 

1年生には非常に難しい表現となっているようで、厳しいかなと思います。 

また、前期に聞かなくても良い内容ではないかと思うところがあります。 
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【事務局】 

このアンケートは１年生の終わり、つまり３月に実施しているアンケートです。聞き方につい

ても質問の内容についても、再度検討させていただきます。 

 

【古川委員】 

今回のアンケートの表記方法が変わっていてわかりにくいので、前回の表記方法にしてい

ただけると助かります。 

 

【前田委員】 

インターンシップの受け入れ先の評価や学生記録、個人面談等の記録を取るということが

アンケートの中に記載されているので、このアンケート以外から読み取れることもいっぱい

あるような気がします。もし可能であればそのような記録を提供していただければ良いの

かなと思います。 

 

【事務局】 

行事がある度に学生アンケートを取っております。アンケートを読んで修正できるところは

すぐに修正させていただいております。 

 

【古川委員】 

再試験代が高いというアンケートがありますが、何のテストなのでしょうか。 

 

【事務局】 

前期、後期試験のことです。赤点になった学生が再試験を受験する時にかかる費用です。

再試験問題を新たに作成し、採点をします。成績評価と単位取得のためです。また、しっか

り勉強してほしいという学校側の意味合いも含まれていると思います。この意味で学生が

回答しているのかどうかはわかりませんが、ネイル検定やメイク検定での再試験代が高い

ということを記入したのかどうかわかりません。 

 

【古川委員】 

留年した学生がいるようですが。 

 

【事務局】 

本校は進級制度をとっており、1年次に履修すべき教科課目の単位をすべて取得してい

なければならないとしているので、１教科でも単位をと落とすと、また１年の初めからやり直

しということになります。 
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【古川委員】 

退学者が１３名いるようですが、1年生の時に多いのでしょうか？それとも 2年生の時に

多いのでしょうか。 

 

【事務局】 

１年生の時の退学が多いです。４月入学してすぐ、5月の連休、夏休み明けなどです。学校

として長期休みの後に退学者が出てきますので、今年は GWを暦通りにスケジュールを

組みました。今のところ退学者はおりません。 

 

【前田委員】 

合格率を聞いたことがないという意見がありますので、国家試験合格率等の情報を校内

貼り付けにするなどして、もっと学生にアピールすると良いのではないでしょうか。 

 

【事務局】 

口頭で学生に伝えてはいるのですが、掲示をしっかりしたいと思います。また、この学生の

回答が、その他検定についての回答であることも考えられますが、校内掲示をしたいと思

います。 

 

【前田委員】 

教職員アンケートについて、こちらに記載してある内容を処理するというのは、大変苦労す

るのではないでしょうか。また、教職員の負担になっているのではないかと思います。教職

員の方で、心の病とかそういうものはないのでしょか。また、質問の中には、管理職だけに

聞けばよいと思われる質問があるので、一般の先生にここまでの質問をするという事を、も

う少し考えてもよいのではないでしょうか。 

 

【事務局】 

経営者が回答するような質問項目もありますが、それを見て、良い、悪いなどと考えて評価

するところではないでしょうか。 

 

【事務局】 

1.教育理念・目標について、改善のための方策を説明 

 

【前田委員】 

努力されているということで、特にありません。 

 

【事務局】 

2.学校運営について、改善のための方策を説明 
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【全委員】 

特にありません。 

 

【事務局】 

3.教育活動について、改善のための方策を説明 

 

【全委員】 

特にありません。 

 

【事務局】 

4.学修成果・教育成果について、改善のための方策を説明 

 

【前田委員】 

検定、国家試験等の合格率を校内掲示して、学生に周知する。 

 

【事務局】 

5.学生支援について、改善のための方策を説明 

 

【全委員】 

特にありません。 

 

【事務局】 

6.教育環境について、改善のための方策を説明 

 

【全委員】 

特にありません。 

 

【事務局】 

7.学生の受入れ募集について、方策のための報告を説明 

 

【全委員】 

特にありません。 

 

【事務局】 

8.教育の内部保証システムについて、改善のための方策を説明 
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【全委員】 

特にありません。 

 

【事務局】 

9.財務について、改善のための方策を説明 

 

【全委員】 

特にありません。 

 

【事務局】 

10.社会貢献・地域貢献について、改善のための方策を説明 

 

【前田委員】 

昨今、災害がとても増えておりますので、災害が起きた時の学生ボランティアとして、美容

学校生として、何が一番できるのかということを、もしも時間があれば考えてほしいです。

例えば、防災士の方の講話を聞くことも非常に有効だと思います。いつ起こるかわからな

い災害に対して、一度話を聞いておくことが役に立つと思います。是非、検討していただき

たいなと思います。 

 

4 議題 3の概要説明後、委員より下記の意見を頂いた。 

【前田委員】 

オープンキャンスは HPに告知しているみたいですが、学校行事もどんどん HPに上げて、

周知したら良いと思います。 

 

【古川委員】 

Instagramもされてるみたいですので、HPのリンクを貼って、周知するともっと良いので

はないかと思います。 

 

【前田委員】 

今年 1年委員に就任して、美容学校に対する関心が高まりました。良いサポーターになれ

たらなと思っています。 

 

以上で令和５年度第１回学校関係者評価委員会が終了したので、委員長は閉会を宣し

た。 

※ 次回開催予定日 令和５年１１月２７日（月）１３：３０～１５：００ 

 


